
 

 

 

 1（水）プール開き 

 7（火）七夕祝い 

 9（木）身体測定（3～5 歳児） 

10（金）身体測定（0～2 歳児） 

15（水）音楽会リハーサル（南公会堂） 

17（金）祖父母参観 

21（火）避難訓練（地震・火災） 

25（土）音楽会（南公会堂） 

29（水）誕生会 

☆☆☆☆職員研修職員研修職員研修職員研修☆☆☆☆    

    3（木）区主催看護師（河村） 

 7（火）発達過程（4 歳児）（板倉） 

10（金）食物アレルギー対応（古賀） 

     児童虐待対応（中村） 

13（月）保育環境構築（木村） 

14（火）発達過程（5 歳児）（原口） 

15（水）発達障害対応（板倉） 

16（木）体育指導（中村） 

29（水）～30（木）幼保小連携（原口） 

    

☆海の日☆☆海の日☆☆海の日☆☆海の日☆    

 1995 年に制定された新しい記念日です。

日本は四方を海に囲まれており、昔から海の

恵みを活用してきました。海産物、豊富な雨

と四季が作る農産物、港からの輸出入など、

現在の日本は海からもたらされた部分が大き

いです。海の役割に感謝し、海を汚さないよ

うにしましょう。 

 

 

☆☆☆☆夏の感染症夏の感染症夏の感染症夏の感染症☆☆☆☆    

この季節は子どもたちが病気になりやすい季

節であるとも言えます。子どもの様子を注意深く

見つめて早めの対応をお願いします。    

 

 

 

 

☆はじめに☆☆はじめに☆☆はじめに☆☆はじめに☆    

いよいよ夏本番、プールや外遊び、花火大会、

そして音楽会など、子どもたちの大好きな季節と

なりました。晴れの日は思いっきり水遊びをしま

す。日差しが強いですので、子どもの様子に注意

を払いながら、夏を満喫します。 

おとな、子ども問わず疲れやすくなりますので、

元気に過ごせる環境をつくってください。 

    

☆☆☆☆夏を健康に過ごすために夏を健康に過ごすために夏を健康に過ごすために夏を健康に過ごすために☆☆☆☆    

・水分補給（ｼﾞｭｰｽや牛乳は補給になりません） 

・十分な睡眠と規則正しい生活 

・汗をかいたらまめな着替え 

・ゆとりを持った娯楽計画 

夏は食事も冷たいものや簡単な食事になりがち

ですが、スタミナのつくものもしっかり食べて

（食べさせて）酷暑を乗り切りましょう。 

    

☆☆☆☆寝冷え予防寝冷え予防寝冷え予防寝冷え予防☆☆☆☆    

・パジャマは汗を吸収しやすい綿やタオル生地が

最適です。腹巻はおなかを温めますが、汗がこ

もり冷える場合も。寝冷えを感じたら布団やタ

オルをおなかにかけるようにしましょう。 

・エアコンの温度は若干高めに設定し、タイマー

を設定するなど、冷え過ぎに注意しましょう。 

入浴直後の就寝は、汗が寝ている間に冷えて寝冷

えします。入浴後 1 時間を目安に就寝しましょう。 

・普段から薄着を意識しましょう。薄着にすること

で自律神経を鍛え、免疫力を高め風邪をひきにく

くしてくれます。 


